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答弁者 

令和２年１１月１８日 

午後０時１０分 
受 

付 

No.１８ 

市長・教育長等 

質問項目 

一 般 質 問 通 告 書 

下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 

多摩市議会議長 藤原 マサノリ 殿 

 １ 誰もが IT を利用しやすく取り残されない社会へ 

 ２ 教育は子どもの幸福のために 

 ３ 脱炭素社会に向けて 

令和２年１１月１８日 
多摩市議会議員  三階 道雄 
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項 目 別 質 問 内 容 

１ 誰もが IT を利用しやすく取り残されない社会へ 

 

 コロナ禍において各種給付金などに時間がかかるなど、日本におけるデジタ

ル化の脆弱性が明らかになり、政府は本腰をいれ ICT 環境の整備・デジタル化

の推進に力を入れる公約を示しました。 

 ICT（情報通信技術）は今や家庭内においても水道や電気と同様に社会イン

フラそのものであり、今後さらに加速的に進化・拡充し誰もが必要とする時代

になると思われます。そのような中、懸念される一つとして、いわゆる IT 弱

者と言われるような主に高齢者や障がい者、又は生活困窮者などの多くの方々

が使えない、使いにくい、解らないが理由で放置している現状があります。 

 今まで、その配慮の足らなさが要因で、デジタル化が思うように進んでいな

いのではないでしょうか。 

 先の国会で公明党はデジタル化推進の一つとして「情報アクセシビリティー

（利用しやすさ）の確保」に向けて専門部署の設置や全ての人に快適なユニバ

ーサルデザインを原則とした政府調達、高齢者や障がい者をサポートする「デ

ジタル活用支援員」の制度化・普及など、環境や能力にかかわらず情報を不自

由なく利用できるように誰もが使いやすく、恩恵を受けられるようなデジタル

化を目指すべきである。そう提言しました。 

今や、情報格差だけでなく、企業や行政などの様々な市民サービスの格差も

広がっており、また災害時のインターネットでの情報は欠かせないものとなっ

ています。SDGsの「誰ひとり取り残さない」そのルールのもと、多摩市にお

いてもデジタル化の推進に関し十分な配慮が必要であります。 

今までも取り組んできたと思われますが再度検証し、デジタル化に関するバ

リアフリーを更に進めるよう期待し以下質問いたします。 

  

（１）いわゆる IT 弱者と言われる方々への配慮・対策について多摩市の取組

みと現状、また課題を伺います。 

（２）全国の消費生活センターの報告では、高齢者のネットトラブルが上昇傾

向にあるとの報告があります。多摩市の状況と対応・対策について伺い

ます。 

 

 

２ 教育は子どもの幸福のために 

 

 9 月に公表された、子どもの幸福度をはかる国連児童基金（ユニセフ）の調

査で、日本は先進国 38 か国中、20 位でした。体の健康の分野では 1位となる

一方、「精神的な幸福度」は 37 位、ワースト 2位と残念な結果となっています。 
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項 目 別 質 問 内 容 

 「心身ともに健全」とよく言葉にしますが、心と体は一体であり、どちらが

欠けても不健全であります。日本の多くの子ども達はバランスが悪く不健康と

言わざるを得ません。 

 多摩市教育委員会の目標には、変化の激しいこれからの社会を生きる子ども

たちが、社会で生き抜くために必要となる「生きる力」を育むために、これを

支える「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の育成を引き続き推進して

いく。そうあります。大変に期待するところではありますが、学力や健やかな

体は数字で測ることが出来ますが「心」に関しては測れません。感じ取るもの

かと思われます。 

 今回のユニセフの調査は新型コロナウイルスの感染拡大以前に実施された

ということで、報告の終わりには、「新型コロナウイルスの子どもたちへの影

響は大きく、子どものメンタルヘルスは健康問題の一部として積極的に対策に

取り組むべきだ」として、一層の対策が求められると指摘がありました。 

このコロナ禍「精神的な幸福度」ワースト 2位の子ども達が非常に心配であ

ります。 

 コロナ禍での学校教育ということでは、遅れを指摘され、様々な計画の変更

など、日々の対応に追われ大変なのは十分承知しています。また新たな生活様

式への対応も必要です。ただ教育の原点は「子ども達の幸福のため」でありま

す。勿論、精神的な問題は学校だけの問題ではありませんが、このコロナ禍、

多摩市教育委員会として再度「精神的な幸福度」「豊かな心」に焦点を当てた

取組みを期待します。 教育長の見解と対策を伺います。 

 

 

３ 脱炭素社会に向けて 

 

 今年も九州地域における豪雨をはじめ世界各地で異常気象が多発しており

「気候危機」への対応は待ったなしです。新型コロナウイルスの影響をうけ、

今年の COP26 は来年に持ち越されましたが、世界的な自然災害の動向を考えれ

ば、温室効果ガス削減への流れを止めるわけにはいきません。 

 公明党は 2050 年を視野に温室効果ガス排出実質ゼロを目指すことを、本年 1

月の通常国会で提案しました。 10 月の菅新首相の所信表明で脱炭素社会に向

け同じく決意表明したことについては高く評価するものであります。 

 私も昨年の 12 月の議会において地球温暖化対策を更に進めるべきと提案し

ました。多摩市においても地球温暖化対策の新たな部署を設置し、市議会とと

もに「気候非常事態宣言」を表明。 

しかし、これからと言う時に新型コロナウイルスの波にのまれ、イベントや

事業への影響が多大にあり、振り出しに戻ったような状況であります。 
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項 目 別 質 問 内 容 

 未だ終息の目途が立たないコロナ禍の状況であり、新型コロナウイルス感染

症による影響を踏まえた取組みとなりますが、未来に責任を持つ自治体として、

環境問題に率先して取り組むことが必要であります。新たな気持ちで地球温暖

化に関する市民意識の向上や様々な事業へのチャレンジを大いに期待します。 

 今後、脱炭素社会に向け多摩市として何をするのか、具体的な取組みや計画

等を伺います。 
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答弁者 

一 般 質 問 通 告 書 
 
 
下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 
 
 
令和２年 11 月 19 日 

多摩市議会議員   松田 だいすけ

       
 
多摩市議会議長 藤原 マサノリ 殿 

 
 
質問項目

 １ 小中学校の ICT 化推進に関わる今後数年の計画について 

  

市長・教育長等 

令和２年１１月１９日 

午前８時５６分 
受 

付 

 
No.１９ 
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項 目 別 質 問 内 容 
1 小中学校の ICT 化推進に関わる今後数年の計画について 

多摩市はこれまでに教育用タブレット端末の整備、老朽化した端末の更新

を行い、令和 2年度において国の GIGA スクール構想に対応した児童・生徒

1人 1台端末整備を GIGA スクール構想に対応した国、都の端末整備等に係

る補助を活用し進めている。しかしながら、前回私が予防接種事業について

一般質問や決算の質疑で取り上げたように不交付団体である多摩市は、国の

『教育の ICT 化に向けた環境整備 5ヵ年計画』における地方財政措置（単年

度 1,805 億円）を活用できないという現状もある。これまで整備してきた

ICT 維持管理については継続して多額の費用を要するが、GIGA スクール構想

に係る整備以降の国都の補助に関しては見通し不明であり、さらに今後も交

付税措置という我が市にとって縛りとなることがあれば一般財源からの持

ち出しについて負担が重くのしかかってくるという懸念もある。 

また、国が示したロードマップはあるものの、各自治体によって端末の種

類や取り扱いについては様々であるため、今後出てくるであろう課題やトラ

ブルに違いがあると思われる。 

これらを踏まえ以下質問する。 

 

 

（１）端末の持ち帰りについての考え方について、初期導入にあたってどう

するかと今後の見通しを伺う。 

 

（２）端末の破損等のメーカー保証の有無について伺う。 

 

（３）端末の取り扱い方針についての近隣市の動向について伺う。 

 

（４）端末の家庭への持ち帰りを想定した場合の保証に関わる部分や保険の 

費用などについて伺う。 

 

（５）GIGA スクール構想に係る整備以降の見通し。機器の更新や維持管理

などの費用等についての試算について伺う。 

 

（６）GIGA スクール構想に係る整備以降の端末コスト削減や、自宅への持

ち帰りなどの課題解決等を踏まえた BYOD の導入について考えを伺う。 
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質問項目 

一 般 質 問 通 告 書 

下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 

多摩市議会議長 藤原 マサノリ 殿 

答弁者 

令和 ２年１１月１７日 

午後 ２時５６分 
受 

付 

No.２０ 

市長・教育長等 

 １ 新型コロナウィルス感染症拡大防止に的確な情報提供を 

 ２ 死亡する高齢者の手続き一元化の実施について 

令和２年 11 月 17 日 
多摩市議会議員 折戸 小夜子   
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項 目 別 質 問 内 容 

１．新型コロナウィルス感染症拡大防止に的確な情報提供を 

冬を前に新型コロナウィルスが猛威をふるい始めて第 3波だといわれて

います。国内の新型コロナウィルス感染者は１１月１６日現在 119,513 人

でうち死者は 1,906 人。退院療養解除者は 104,333 人であり、東京の感染

者は 3,493 人で死者 472 人となっています。多摩市の感染者は 145 人と報

道されています。 

 予防対策は密を避けマスクの着用、換気、手洗い、飲食は会話をひかえ

ることの大切さが言われています。 

 しかし、どんなに気をつけても感染リスクをゼロにすることはできない

が、新型コロナウィルスの感染状況についての的確な情報提供こそが市民

の不安解消や、正しい判断力をつけることになると考え以下質問致しま

す。 

（１）多摩市民に対して新型コロナウィルス感染防止に関しての情報提供

について伺います。 

（２）多摩市での感染者は 145 人ですが、退院後の症状について調査して

いるのか、又調査ができないとしたら、なぜかについて伺います。 

 

２．死亡する高齢者の手続き一元化の実施について 

  多摩市の高齢化率は 29％と高い率ですが、健康寿命は他市に比較しても

高い水準です。しかし、人間は必ず死を迎えます。その死去後の手続きは

遺族の方も高齢になっており、市役所での手続きが大変煩雑で、書類の目

的など違うことから、課を巡り巡ってやっと手続きが終わるという現状で

す。それを解消するために死去後の手続き一元化の導入について検討して

いただく為、以下質問致します。 

（１）多摩市での手続きの現状について伺います。 

（２）桑名市役所では「おくやみコーナー」を設置して、手続きは一元化

され、課を巡ることなくここで完了することで好評です。市民サー

ビスの観点から早期に導入の検討が必要ではと考えますが見解を伺

います。 
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答弁者 

令和 ２年１１月１８日 

午後 ５時４３分 
受 

付 

No.２１ 

市長・教育長等 

質問項目 

一 般 質 問 通 告 書 

下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 

多摩市議会議長 藤原 マサノリ 殿 

 １ 摂食障害の理解をすすめ、寄り添えるまちに！ 

２ 公契約条例を進化させ、より良い労働環境を目指そう！ 

  

令和２年１１月１８日 
多摩市議会議員  あらたに 隆見 

66



 2 / 3 枚 
項 目 別 質 問 内 容 

１ 摂食障害の理解をすすめ、寄り添えるまちに！ 

公明党は摂食障害について本年 2月の衆議院予算委員会で石田祝稔政調会

長が取り上げ、患者や家族への支援と理解促進を訴えさせていただきまし

た。 

党としても摂食障害対策プロジェクトチームを結成し、支援の拡充に向け

て取り組んでいます。 

私たちの機関誌であります公明新聞に 4月 7日から 15 週連続で、日本摂食

障害協会理事長の鈴木眞理先生に「摂食障害を知ろう」というタイトルで寄

稿していただきました。 

 この記事を読まれた市民の方から連絡をいただきお話を聞かせていただき

ました。この方も摂食障害の経験者でご自身の体験を通して、摂食障害の方

たちの支援をされているそうです。しかし、現状は中々理解の輪が広がら

ず、相談先や治療方法も見つからず苦悩にあえぐ方たちが大勢いらっしゃる

とのことでした。 

今まで私自身がイメージしていた摂食障害に対するイメージよりも、当事

者やご家族の抱えるお悩みは深く、その支援体制も残念ながらまだまだ不十

分であることを実感いたしました。また、最近ではこの症状の低年齢化が進

んでおり、教育現場においても本格的に取り組まなければ多くの子どもたち

が苦しむことになりかねないと危惧しております。 

国や都の支援もまだまだ不十分ですが、健幸都市を掲げるここ多摩市で理

解の輪を広め、国のモデルとなるような支援体制が確立できることを願い以

下質問いたします。 

 

（１）市長は摂食障害とはどのような病と捉えているのかお伺いします。 

 

（２）摂食障害はどのようなことが原因で起こる病と捉えているのかお伺い

します。 

 

（３）多摩市において摂食障害について市民の方から相談があった場合はど

のような対応をされているのかお伺いします。 

 

（４）学校においての摂食障害について予防対策を行っているのか、また、

行っている場合はどのような取組みをされているのかお伺いします。 

 

（５）小中学生については、自らが極端に食べ過ぎたり、食べなかったりす

ることに対して相談できないケースがほとんどです。急激に痩せたり

太ったりする児童生徒が見受けられた場合の学校現場での対応につい
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項 目 別 質 問 内 容 

てお伺います。 

２ 公契約条例を進化させ、より良い労働環境を目指そう！ 

 多摩市は全国で 3番目、東京都で最初に公契約条例を制定し、公の仕事に

従事する労働者を守ってまいりました。 

多摩市が本条例の制定後いくつもの自治体が公契約条例を制定し、その内

容を確認しますと多摩市にはないような条項も多数見受けられます。 

そろそろ他市の動向も踏まえ、さらなる条例の進化のため本格的な見直し

も必要と考えております。多摩市のために懸命に働いていただいている方々

に、今以上に安心して気持ちよく仕事をしていただける労働環境を目指して

以下質問いたします。 

 

（１）公契約条例を制定して、市としての成果についてはどのように評価さ

れているのかお伺いします。 

 

（２）対象事業者にアンケート調査をされていますが、アンケートから見た

課題をどのようにとらえているのかお伺いします。 

 

（３）多摩市公契約条例には第 2条の（５）労働者等の定義の中に「満 60 歳

以上の者は除く」とありますが、他自治体の条例では年齢制限を決め

ていません。本条例における年齢制限を撤廃すべきと考えますが、市

の見解をお伺いします。 

 

（４）本条例の第 4条に受注者の責務として「その業務に従事する者の適正

な労働条件の確保その他の労働環境の整備に努めなければならない」

とありますが、労働環境の整備に契約者の市として確認をしたことが

あるのかお伺いします。 

 

 

 

 

 

資料要求欄（資料要求がある場合は、以下に記入してください。） 

① 公契約条例の対象事業での事故報告の件数と内容について 

② 公契約条例制定後の労働者からの問い合わせ件数 
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答弁者 

令和２年１１月１９日 

午前９時３４分 
受 

付 

No.２２ 

市長・教育長等 

質問項目 

一 般 質 問 通 告 書 

下記の件について、質問いたしたく通告いたします。 

多摩市議会議長 藤原 マサノリ 殿 

 １ キャッシュレス決済はどこまで浸透するか 

 ２ 多摩市 ONLINE 文化祭でみえたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１１月１９日 
多摩市議会議員  藤條 たかゆき 
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項 目 別 質 問 内 容 

1 キャッシュレス決済はどこまで浸透するか 

 

新型コロナウイルス感染症の流行により、私たちは人との接触シーンをこ

れまでにないほど強く意識するようになりました。 

非接触型のキャッシュレス決済も、予防対策の一環としてさらに推し進め

られてきたように思いますが、振り返ってみると政府主導のキャッシュレス

推進策はコロナ禍前の昨年 10 月からすでに「キャッシュレス決済に対するポ

イント還元制度」がスタートしており（6月に終了）、さらに 9月から「マイ

ナポイント」が開始されたが、この予算案においても昨年 12 月には提案をさ

れていた事から、感染予防対策とは関係のない所から、もともと進められて

いたことが分かります。 

とは言え、キャッシュレス化の推進は時代の流れでもあり、想定外にしろ

コロナ禍によってその流れが加速したことも事実でしょう。 

 

しかし、一口にキャッシュレス決済といってもその中には「クレジットカ

ード」のほか、様々な「電子マネー」や「ＱＲコード決済」があり、今後は

「仮想通貨」による支払いなども増えてくることが予想され、まさに群雄割

拠と言える状態にあります。 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大がそれぞれに与えた影響も全く同じ

ではありません。コロナ禍前は、キャッシュレス決済の主戦場は街の「実店

舗」での支払いでした。 

しかし、政府が 4月に発出した緊急事態宣言によって状況は一変しまし

た。 

 

食事の宅配サービスや日用品のオンラインでの調達など「巣ごもり消費」

が活況となり、消費者の支払いは「実店舗」から「インターネット」へと大

きくシフトしました。 

 

インターネットで支払う場合は、ほぼキャッシュレス決済（クレジットカ

ード等）が利用されます。 

こうした状況は総務省の「家計消費状況調査」で確認でき、インターネッ

トを通じて注文をした世帯の割合は 4月・5月に大きく上昇して過去最高を記

録し、統計調査を開始して以来初めて 50％を超えました。 

巣ごもり消費の増加は主に実店舗で使われている QR コード決済には、むし

ろ逆風になったことでしょう。 

一時期よりは経済活動が少しずつ正常化に向かうなか、インターネットか
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ら店舗での消費へと回帰する動きが進んでいるものの、再流行の兆しもあり

コロナ禍がキャッシュレス化の展開に大きく影響を与える状況はしばらく続

きそうです。 

「新しい生活様式」が、どのあたりに帰着するのか注視しつつ、多摩市のキ

ャッシュレスポイント還元事業もハンドリングして行かなければなりませ

ん。 

 

（1）仕事などでもリモートワークが普及し、普段の買い物においてもオンラ

インショッピングに消費形態が流れ、店舗もデリバリーなどを展開するな

ど営業形態が変化してきています。 

今回、多摩市のキャッシュレス決済・ポイント還元事業においては、そ

うした消費形態を実店舗での消費に引き戻す効果も現れてくると思います

が、「感染症対策」としては現金決済を非接触決済に変える程度の効果は打

ち消してしまうと考えられますが、市のご見解を伺います。 

 

（2）11 月 17 日現在、再び第 3波襲来と言われており、感染拡大が広がって

いる北海道などにおいては、札幌市を対象に不要不急の外出自粛要請など

が再び決定しました。 

東京都も緊張感を持った対応が引き続き必要となりますが、こうした流

れから仮に東京都から再び店舗などに営業時間の短縮・休業要請等が発出

された場合、本事業との整合性、対策などについてどのように考えている

か、現時点での市の見解を伺います。 

 

（3）今回、指名型プロポーザルでポイント還元事業者として KDDI が業務委

託を受諾することとなったが、市内での au PAY 決済が利用可能な店舗はい

くつあるのか伺います。 

また、市民の au PAY 利用実態について把握できている数字はあるか伺い

ます。（マイナポイントの還元を au PAY で受け取った市民の割合など） 

 

（4）9 月 30 日より、納税についても PayPay・LINE Pay での納付ができるよ

うになり、この分野でもキャッシュレスが進みました。市民がこれらで納税

した際、事業者には多摩市から幾らか手数料等が支払われるのでしょうか。

10 月度の納付実績と合わせて伺います。 

 

2 多摩市 ONLINE 文化祭でみえたもの 

 

さる 11 月 7 日、市民参加型の市民による文化祭！！「みんなでつくる多摩
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市 ONLINE 文化祭」が開催されました。 

2021 年に市制 50 周年を迎える多摩市の新たなチャレンジです。 

 

コロナ禍において発表の場を失ってしまった学生や市民の方たちに、表現

する場を提供するとともに楽しんでもらいたい。そして、観る方もオンライ

ンで参加しながら楽しめるイベントをという思いからスタートしたと伺いま

した。 

 

ドミノでつなぐ多摩センターイルミネーション点灯ほか、50 以上の学校・

団体、約 1000 人の参加者による多彩な市民手作りの動画コンテンツを

YouTubeLive で生配信されました。 

 

新たな市民参画の扉を開いたイベントになったと思います。ご出演頂いた

市民・演者の皆さま、手作りでイベントを成功させて頂いた全ての皆さまに

感謝申し上げ、来年度への展開を期待する一市民として以下質問致します。 

 

（1）事業の目的と、当日の視聴者数について。 

また、予算とその使い道についてお伺い致します。 

 

（2）イベント開催の事前広告・宣伝はどのように行ったか。 

オンライン文化祭という事で、オンライン上での周知や広告も打った

か。またその効果はどうであったか。イベント全体を通して、改善点や反

省点もあれば合わせて伺います。 

 

（3）見逃した、観たかったという市民の声も多数頂いたが、アーカイブなど

で追っ掛けて視聴できるようにならないか。また、来年度への展望・抱負

について伺います。 
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